


































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































????? ??????? ?????? ?． ?
　上にあげた表のように，コソアド代名詞のさすものは，一言でいえば，「具
体的な，個別のもの，ひと」である。コソアド連体詞にかざられるものは，
「抽象的な，一般化されたもの」である。
　コソアド代名詞についてさらにくわしくみると，コレ（ソレ，アレ）は具
体的なものをさす用例が一番多く，その他には，ひと，ものごとなどをさす。
コイツ（ソィッ，アイツ）はひとをさす用例が一番多く，その他には，もの，
ものごとなどをさす。ココ（ソコ，アソコ）は場所をさす用例が一番多く，
その他には集団や，ものの箇所をさす。コチラ（ソチラ，アチラ）はさすこ
とのできるカテゴリーが他の三つにくらべて多くの種類にわたっている。そ
の中では場所をさす用例が一番多いが，もの，ひと，集団のほかに，他には
みられない方向，あるもののがわなど独特のカテゴリーに属するものをさし
ている。
　なお，絵，写真，住所をかいた紙切れなど反映物のばあいは，その物理的
な存在としての「もの」のカテゴリーと，反映されているもののカテゴリー
がちがうことがある。たとえぽ，Fコレはおかあさんの写真です」というば
あいの「コレ1は物理的存在としては「もの」をあらわしている。「コレは
’一． T2一
おかあさんです」というばあいのコレは反映されたものとしては「ひと」を
あらわしている。このことは「場所」を反映する作品のばあいにすこし複雑
な様縮を呈する。たとえば，住所をしめした紙をみせて，「スイスのアドレ
スはここですから」というばあい，それに「ココ」がっかわれているのは，
それが場所を反映しているからであるが，そのさしかたはものをさすぼあい
とおなじである。また，地図や地形の摸型のばあいには，地図や模型そのも
のの箇所をしめすものとしての「ココ，ソコ，アソコ」と場所を反映したた
めの「ココ，ソコ，アソコ」とが出てきたりする。さらに，「ひと」をさす
ぼあいのコレ，ソレ，アレ，コイツ，ソィツ，アイツは話し手，聞き手以外
の三入称のひとをあらわすが，コチラ，ソチラは三人称だけではなく，一，
二人称をあらわすことがあるというふうに，おなじカテゴリーであっても，
単語がちがえばあらわすものがちがうことがある。
［身ぶりによるさししめしの性格⊃
　話しの場においてコソアドで話すとき，撫さし，目での合図などの身ぶり
によるさししめしがあるかどうかをみた。話し手と聞き手が岡じ場所にいる
場面においては身ぶりによるさししめしがあることが多いといえるが，ト書
きが完全であるとはいえないシナリオからの採集カードであるため不明なも．
のも多い。
　○　 「…（手紙を評し）何と書いてあるの，それには？j［妹］
　○　それに，あすこの（アゴをしゃくる）部落の者が犯人だっていう噂が流れてる
　　の，聞かれましたか。［狭由の黒い爾］
　さすものによっても，身ぶりのありなし，さし方にちがいがある。コレ，
ソレ，アレがものをさすぼあいには，ふつうは指さしなどの身ぶりをともな
う。特に，対立するものをほとんど同時にさすばあいには指さしだけではな
く，そのものにふれたり，もったりすることでさすものをきわだたせるはた
らきをするようである。
　○　「そうか，腹へってるのか，じゃこれ食うかい（と菓子を出す）」［女生きてま
　　す］
　　　　　　　　　　　　　　一53一
　○　（書類を差し出し）これが上大崎時代……こっちが現在の原価計算です。薮人間
　　革命］
　話し手と聞き手がそぼにいてコチラ，ソチラ，アチラで方向をしめすばあ
’L・には，どの方向についても指さしが決定的なやくわりをはたす。つまり，
話し手によって指さされた方向はどの方向であってもコチラ，ソチラ，アチ
ラといえるのである。
　コチラ，ソチラが一人称または二人称をさすぼあいや，ココ，ソコが話し
手，聞き手のいる場所をさすぼあいなど，また，さすべきものが具体的なも
のでない現象などのようなものには，身ぶりによるさししめしはないのがふ
つうである。
　さししめしのし方は指さしがもっともふつうであるが，そのほか，もって
いるものをさしだす，指でサインをする，視線をめぐらす，あごをしゃくる
…などいろいろな脅ぶりによるし方がある。
　最後に，さししめしと所属物の関係についてふれておかなけれぽならない。
　ふつう，話し手のなわぽりに属するものはコ系，聞き手に属するものはソ
系であらわされる。しかし，つぎの例のように，（a）話し手の体や装着島，
携帯品に聞き手がふれているぼあい，（b）聞き手の体や装着品，携帯贔に話
し手がふれているばあい，には，そのさされるものが，だれに所属している
かということよりも，だれが手をふれているかということのほうがきめてに
なる。
　（a）例　少女，木村の頭髪を拭き始める。「ええよ，そこは…ええがな，髪が薄
　　　　　うなる」［旅の重さ］
　（b）　例　少女の葺のうしろにひっかき傷が血を滲ませている。　「あ…ここ…魏が
　　　　　…」　指先で傷に触れようとする。［旅の重さ〕
［コソアの対立のシステム］
　コ・ソ・アの各系はそれぞれ他と関係なく存在するのではない。他の系と
どのように対立しているか（系と系との対立）をみた。系の対立のし方には，
㌔・ろいうなぼあいがある。
君話し手と聞ぎ手が周じ場所にいるばあい
　　　　　　　　　　　　　　　一54一
　◇　コ系とコ系の対立
　　○　　（プレスシートを二枚取り出し）これが朝霧，こっちが男の街，大体の筋書．
　　　が出ていますがね。［砂の器］
　　○　　（上着の内ポケットから，絵葉書を二通取り出す）これが琴平，これが伊勢
　　　からです。［砂の器］
　◇コ系とソ系の対立
　　○　どんなことを話していたかは，そことここの閾だろう。〔砂の器］
　　○戸曝，チH一一クを取り上げ，黒板に大きく「犬」の字を書く。「～（取り澄
　　　まし）さ，犬だ，ほしい者は持ってゆけ！」「先生，それは字じゃないですか」
　　　～「ハ一一ハハ，そうだよな，これは本当の犬じゃない。～」［人間革命］
　◇コ系とア系の対立
　　○上がってきたマントルはここでこんなふうに…こっちとあっちに分かれるか．
　　　ら…　〔田本沈没］
　　○　やめたあ，ハハハ，あっちよりこっちがいい一一っ！［極私的エロス］
口話し手と聞き手が携の場所にいるばあい
　◇コ系とソ系の対立
　　○　　「～どうしてそんなとこにいるのよ…3　「～なに，迷惑をかけてる？冗談じ
　　　やねえよ，迷惑はこっちの方だよ，俺だって次々仕事がまっているのをやりく
　　　りつけて年寄りの稲手してやってるんじゃねえか…」［男はつらいよ］
　　○　しかし電話では何ですから，延すぐそちらへお伺い致します。［華麗なる一・
　　　族］
　◇コ系とソ系とア系の対立
　　○　小野寺「今，そちらの海水の異状震動を感じたか？」　結城「ちょっと待つ
　　　てくれ」その声はブツブツガリガリしている。（中略）　小野寺「（瞬所へ）降
　　　りると危ないのでこのまま進みます」　田所「ああ，いい…トレンチはあの泥
　　　雲の前でなくなっている。このまま真直ぐでu　小野毒，艇を醜進させ始める。．
　　　…［日本沈没］
［人称］
　人称とは話し手，聞き手，第三者の区甥である。コソアドではよく話し手
のなわばり，聞き手のなわばりが問題になるが，これらは話し手そのもの，
聞き手そのものとは別の概念である。謡し手のなわばり，聞き手のなわぽウ
　　　　　　　　　　　　　　　　一55一
はいずれも話し手，聞き手以外の第三者に属するものである。これを混同し
ないために入称という概念を導入した。ただし，この報告ではコ・ソ・アが
ひとをさすぼあいにかぎって人称を明記した。
E］話し手（一入称）
　　○泣かんでよ。こっちまでが悲しゅうなる。〔旅の重さ］
　　○　どうもすみません遅くなりまして，こちらからおわびの電語をしょうと思い
　　　ながら。［男はつらいよ］
□聞き手（二人称）
　　○　あなた誰？　名前は？　何心ってんだよ。おっことしたのはそっちじゃない
　　　か。［八月の濡れた砂］
　　○　下手をすると，週刊誌のスキャンダルにもなりかねないことを，あえてなさ
　　　るのは，何かそちらのご家族は細川家とのご縁組にご不満でもお持ちなんです
　　　か。［華麗なる一族］
□第三者（三人称）
　◇ひとをあらわすぼあい
　　○悪いけど，俺，しばらく休暇もらったよ。これが俺の新しい女房だ。［田園
　　　に死す］
　　○　さくら，こいつらの分も払つといてやれよ，どうせロクな給料もとってねえ
　　　んだろ。［男はつらいよ］
　◇ひと以外で話し手のなわばりをあらわすばあい
　　○　少年更に．コカU一うの瓶を少女におしつけ，　「食いすぎてのどが乾いたらよ，
　　　こいつを飲みな。」〔遊び］
　　○　朝の七難に下田を出たんだけど！　ここまで来たら！［日本沈没コ
　◇ひと以外で聞き手のなわばりをあらわすばあい
　　○　そう，そう，詳しいことはそっちへ行って話すから…f臼本沈没〕
　　○　「（けろっとして）おばさん，それ，とってもきれい」少女の美しい沼が竜
　　　子の胸のペンダントを見つめる。〔女生きてます］
6　資料
資料として，シナリオ作家協会編『年鑑代表シナリオ集』1971～1974年に
　　　　　　　　　　　　　　　一56一
おさめられたもののうち，つぎの24作品から用例を採集し，使用した。この
億かに，文学作品から採集した用例もおぎないとして使用した。
　1971年…やさしい日本人，水俣一患者さんとその世界，碗という女，女生
　　　　　きてます，八月の濡れた砂，遊び，男はつらいよ一寅次郎恋歌
　1972年…約束，忍ぶ川，女囚701暑一さそり，旅の重さ
　1973年…戒厳令，入間革命，時計は生きていた，狭霞の黒い爾，津軽じょ
　　　　　んがら節，譲本沈没
　1974年…華麗なる一族，極私的エロス・恋歌1974，妹，わが遜：，砂の器，
　　　　　宵待草，田園に死す
補注）
　小論は，言語体系研究部第一研究室において，鈴木が，当時の室長（のちに部長）
高橋の指導のもとに，調査をし，分析をして，まとめたものである。1977年に「コ
ソアドの記述的研究（1）」を，1978年に願ソアド形容詞と名詞とのくみあわせS
をガリ版ずりで出してから，釘圓かかきなおしていたが，途中，「コ・ソ・アの拙
示領域について3をまとめたりしているうちに時間がたってしまった。今回1977年
のものを土台にして，報告用にかきあらため，活字にすることにした。
　小論の大部分は鈴木が執筆し，高橋が加筆・訂正するというかたちをとってでき
あがったものである。
一　57　一一
